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7 月 5 日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会  広報せとうち（2） 

 

平成 21年第 1回瀬戸内町議会定例会  

◆ 議案等の議決結果  

議案番号 件        名 議決結果 議決年月日 

議案第 3 号 
専決処分事項の承認について（瀬戸内町国民健康保険条例の一部

を改正する条例） 
承  認 21.3.6 

議案第 4 号 平成 20年度瀬戸内町一般会計補正予算（第 6号）について 原案可決 21.3.6 

議案第 5 号 平成 20年度瀬戸内町介護保険特別会計補正予算（第 4号）について  原案可決 21.3.6 

議決第 6 号 
平成 20 年度瀬戸内町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第 2

号）について 
原案可決 21.3.6 

議案第 7 号 
平成 20年度瀬戸内町国民健康保険特別会計補正予算（第 5号）に

ついて 
原案可決 21.3.6 

議案第８号 平成 20年度瀬戸内町老人保健特別会計補正予算（第 3号）について  原案可決 21.3.6 

議案第９号 平成 20年度瀬戸内町巡回診療施設特別会計補正予算（第 3号）に

ついて 
原案可決 21.3.6 

議案第 10 号 
平成 20年度瀬戸内町船舶交通事業特別会計補正予算（第３号）に

ついて 
原案可決 21.3.6 

議案第 11 号 
平成 20年度瀬戸内町簡易水道事業特別会計補正予算（第 3号）に

ついて 
原案可決 21.3.6 

議案第 12 号 平成 20 年度瀬戸内町水道事業会計補正予算（第 3 号）について  原案可決 21.3.6 

議案第 13 号 平成 21年度瀬戸内町一般会計予算について 原案可決 21.3.26 

議案第 14 号 平成 21年度瀬戸内町巡回診療施設特別会計予算について 原案可決 21.3.26 

議案第 15 号 平成 21年度瀬戸内町国民健康保険特別計予算について 原案可決 21.3.26 

議案第 16 号 平成 21年度瀬戸内町老人保健特別会計予算について 原案可決 21.3.26 

議案第 17 号 平成 21年度瀬戸内町介護保険特別会計予算について 原案可決 21.3.26 

議案第 18 号 平成 21 年度瀬戸内町後期高齢者医療事業特別会計予算について  原案可決 21.3.26 

議案第 19 号 平成 21年度瀬戸内町と畜場事業特別会計予算について 原案可決 21.3.26 

議案第 20 号 平成 21年度瀬戸内町船舶交通事業特別会計予算について 原案可決 21.3.26 

議案第 21 号 平成 21年度瀬戸内町古仁屋港上屋事業特別会計予算について 原案可決 21.3.26 

議案第 22 号 平成 21年度瀬戸内町農業集落排水事業特別会計予算について 原案可決 21.3.26 

議案第 23 号 平成 21年度瀬戸内町簡易水道事業特別会計予算について 原案可決 21.3.26 

議案第 24 号 平成 21年度瀬戸内町水道事業会計予算について 原案可決 21.3.26 

議案第 25 号 職員の給与等に関する条例の一部改正について 原案可決 21.3.6 

議案第 26 号 職員の勤務時間，休暇等に関する条例の一部改正について 原案可決 21.3.6 

議案第 27 号 
町長等の給与等に関する条例及び教育長の給与等に関する条例の

一部改正について 
原案可決 21.3.6 

議案第 28 号 瀬戸内町第三セクター等経営検討委員会設置条例の制定について  原案可決 21.3.6 

議議議   会会会   だだだ   よよよ   りりり   
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議案第 29 号 瀬戸内町ふるさと応援基金条例の制定について 原案可決 21.3.6 

議案第 30 号 瀬戸内町介護保険条例の一部改正について 原案可決 21.3.6 

議案第 31 号 瀬戸内町介護従事者処遇改善臨時特例基金条例について 原案可決 21.3.6 

議案第 32 号 瀬戸内町国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決 21.3.6 

議案第 33 号 瀬戸内町営農支援センター設置及び管理に関する条例の制定について  原案可決 21.3.6 

議案第 34 号 瀬戸内町立保育所設置及び管理に関する条例の一部改正について  原案可決 21.3.6 

議案第 35 号 
鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少

及び鹿児島県市町村総合事務組合規約の変更について 
原案可決 21.3.6 

議案第 36 号 鹿児島県市町村総合事務組合の財産処分について 原案可決 21.3.6 

議案第 37 号 瀬戸内町長期振興計画基本構想について 原案可決 21.3.9 

議案第 38 号 瀬戸内町辺地総合整備計画の変更について 原案可決 21.3.6 

議案第 39 号 公有水面埋立てについて 原案可決 21.3.6 

議案第 40 号 瀬戸内町道路線の認定について 原案可決 21.3.6 

議案第 41 号 
平成 20年度瀬戸内町古仁屋港上屋事業特別会計補正予算（第 2号）

について 
原案可決 21.3.6 

議案第 42 号 
平成 20年度瀬戸内町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 4号）

について 
原案可決 21.3.6 

議案第 43 号 瀬戸内町簡易水道給水等に関する条例の一部改正について 原案可決 21.3.6 

議案第 44 号 
瀬戸内町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一

部改正について 
原案可決 21.3.6 

議案第 45 号 平成 20年度瀬戸内町一般会計補正予算（第 7号）について 原案可決 21.3.26 

議案第 46 号 
平成 20年度瀬戸内町簡易水道事業特別会計補正予算（第 4号）に

ついて 
原案可決 21.3.26 

議案第 47 号 平成 20 年度瀬戸内町介護保険特別会計補正予算（第５号）について  原案可決 21.3.26 

議案第 48 号 
平成 20年度瀬戸内町農業集落排水事業特別会計補正予算（第５号）

について 
原案可決 21.3.26 

議案第 49 号 
19 災４号花天漁港災害復旧・漁港共同利用施設（浮桟橋）機能向

上工事（合併）（1工区）請負変更契約の締結について 
可  決 21.3.26 

議決第 50 号 平成 20年度瀬戸内町一般会計補正予算（第 8号）について 原案可決 21.3.26 

 

◆ 陳 情 

陳情第 13 号 ホノホシ海岸公園広場一帯の蘇鉄緑化についての陳情 採   択 

陳情第 15 号 鹿児島・奄美離島定期航路上り便の古仁屋港寄港増便についての陳情 採   択 
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林 

健
二
議
員 

 

議
員 

景
気
・
雇
用
対
策

に
つ
い
て 

 

一
、
本
町
の
取
組
み
に
つ

い
て 

 

い
ま
、
全
国
の
地
方
自

治
体
の
首
長
は
、
地
域
経

済
・
雇
用
対
策
に
最
も
頭

を
悩
ま
せ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と

に
対
し
、
房
町
長
は
ど
の

よ
う
な
危
機
感
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
の
か
、
本
町
は

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
い
る
の
か
、
お
尋
ね
し

ま
す
。 

 

町
長 

今
後
も
地
域
経

済
が
更
に
悪
化
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
、
歳
入
の
根

幹
で
あ
る
税
収
が
落
ち
込

む
な
ど
厳
し
い
経
済
情
勢

や
雇
用
情
勢
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
国
の
景
気
対
策

で
あ
る
「
生
活
対
策
」「
生

活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対

策
」
等
に
基
づ
く
関
連
予

算
を
平
成
二
十
年
度
第
４

号
補
正
予
算
に
「
安
心
実

現
対
策
事
業
と
し
て
千
九

百
十
二
万
四
千
円
」
、第
七

号
補
正
予
算
に
「
定
額
給

付
金
支
給
事
業
と
し
て
一

億
七
千
八
百
五
十
三
万
千

円
」
、「
地
域
活
性
化
・
生

活
対
策
事
業
と
し
て
一
億

七
千
五
百
七
十
七
万
円
」
、

「
子
育
て
応
援
特
別
手
当

と
し
て
四
百
三
十
二
万

円
」
等
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
二
十
一

年
度
の
補
正
予
算
へ
「
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基

金
事
業
六
百
五
十
一
万

円
」
、「
緊
急
雇
用
創
出
事

業
臨
時
特
例
基
金
事
業
四

百
三
十
八
万
九
千
円
」
を

そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
、
引
き

続
き
地
域
の
活
性
化
並
び

に
雇
用
創
出
に
努
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
田
崎
真
珠
の

撤
退
後
の
計
画
に
つ
い
て 

  

広
大
な
海
面
を
利
用
さ

れ
て
い
る
田
崎
真
珠
の
撤

退
後
、
他
の
企
業
が
参
入

し
て
く
る
計
画
が
あ
る
の

か
、
町
と
し
て
は
、
あ
ら

ゆ
る
方
向
性
を
想
定
し
た

上
で
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ

ョ
ン
や
計
画
を
持
っ
て
い

る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。 

 

町
長 
田
崎
真
珠
側
か

ら
、
今
後
の
具
体
的
な
実

施
計
画
は
漁
協
に
も
示
さ

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、

町
と
し
て
の
方
向
性
や
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
田
崎

真
珠
か
ら
何
ら
か
の
答
え

が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
対
応
を
待

ち
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
              

議
員 

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
に
つ
い
て 

  

本
町
の
国
保
会
計
の
厳

し
い
状
況
は
、
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
保

税
の
値
上
げ
を
検
討
さ
れ

て
い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。 

 

町
長 

来
年
度
以
降
の

国
保
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
二
十
一
年
度
に
平
均

し
て
七
．
七
％
増
と
な
る

改
正
を
し
、
そ
の
後
三
年

を
目
途
に
見
直
し
を
図
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

ゴ
ミ
焼
却
施
設

の
建
設
に
つ
い
て 

 
 

 

町
長
の
公
約
で
あ
る
、

加
計
呂
麻
島
・
請
島
・
与

路
島
の
三
離
島
に
、
小
型

の
焼
却
施
設
を
建
設
す
る

計
画
は
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
る
の
か
、
ま
た
、
処

理
方
式
と
し
て
、
ミ
ニ
高

炉
方
式
と
い
う
も
の
が
あ

る
が
、
検
討
さ
れ
る
お
考

え
は
無
い
か
お
尋
ね
い
た

し
ま
す
。 

 

町
長 

平
成
二
十
一
年

度
に
与
路
島
、
平
成
二
十

二
年
度
に
請
島
、
平
成
二

十
三
年
度
に
加
計
呂
麻
島

と
三
カ
年
計
画
に
よ
り
県

補
助
で
あ
る
特
定
離
島
ふ

る
さ
と
お
こ
し
推
進
事
業

に
よ
り
整
備
を
進
め
て
い

く
考
え
で
あ
り
、
既
に
平

成
二
十
一
年
度
の
与
路
島

の
設
置
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

ま
た
、
処
理
方
式
に
つ

い
て
は
、
ご
提
案
の
ミ
ニ

高
炉
方
式
に
つ
い
て
も
他

の
処
理
方
式
と
同
様
に
比

較
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

【
一
般
質
問
】 

３
月
定
例
会
で
は
、
５
人

の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。 
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鎌
田 

愛
人
議
員 

 
議
員 
行
財
政
改
革
に
つ
い
て 

 

一
、
平
成
十
九
年
に
「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
が

制
定
さ
れ
た
が
、
本
町
財

政
が
ま
す
ま
す
悪
化
し
、

法
律
に
基
づ
き
「
財
政
の

早
期
健
全
化
段
階
」
ま
た

は
「
財
政
の
再
生
段
階
」

と
な
っ
た
場
合
の
本
町
に

与
え
る
影
響
と
、
健
全
化

に
向
け
、
町
民
の
負
担
も

含
め
た
取
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

早
期
の
健
全
化

段
階
に
お
い
て
は
、
議
会

の
監
視
の
下
で
の
自
主
的

な
財
政
再
建
又
は
経
営
再

建
と
な
り
ま
す
。 

 

財
政
再
生
段
階
と
な
っ

た
場
合
に
は
、
最
高
の
住

民
負
担
で
最
低
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
と
い
っ
た
、
厳
し

い
内
容
の
計
画
を
具
体
的

に
策
定
し
、
国
の
関
与
の

下
で
財
政
再
生
を
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
瀬
戸
内
町
職

員
採
用
の
基
準
と
今
後
の

採
用
者
の
数
値
目
標
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。 

 
町
長 

職
員
採
用
の
一

般
職
員
採
用
試
験
の
受
験

資
格
が
、
年
齢
三
十
歳
以

下
で
受
験
科
目
に
つ
い
て

は
、
教
養
試
験
及
び
作
文

試
験
そ
し
て
面
接
試
験
の

総
合
評
価
で
採
用
し
て
お

り
ま
す
。 

 

今
後
の
、
採
用
者
の
数

値
目
標
に
つ
い
て
で
す
が
、

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
お
い

て
、
定
年
退
職
者
数
の
二

分
の
一
以
下
に
抑
制
し
、

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

ま
で
に
五
年
間
で
二
十
三

人
削
減
の
数
値
目
標
で
あ

り
ま
す
。 

 
 

 

議
員 

本
町
の
活
性
化

に
つ
い
て 

 

一
、
緊
急
的
な
活
性
化
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

国
の
当
面
の
景
気

対
策
で
あ
る
「
生
活
対
策
」、

「
生
活
防
衛
の
た
め
の
緊

急
対
策
」
等
に
基
づ
く
関

連
予
算
を
平
成
二
十
年
度

第
四
号
補
正
予
算
に
「
安

心
実
現
対
策
事
業
と
し
て

千
九
百
十
二
万
四
千
円
」
、

第
七
号
補
正
予
算
に
「
定

額
給
付
金
支
給
事
業
と
し

て
一
億
七
千
八
百
五
十
三

万
千
円
」
、
「
地
域
活
性

化
・
生
活
対
策
事
業
と
し

て
一
億
七
千
五
百
七
十
七

万
円
」、
「
子
育
て
応
援
特

別
手
当
と
し
て
四
百
五
十

八
万
三
千
円
」
等
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
二
十
一
年
度
の
補
正
予

算
へ
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再

生
特
別
基
金
事
業
六
百
五

十
一
万
円
」、
「
緊
急
雇
用

創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金

事
業
四
百
三
十
八
万
九
千

円
」を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
、

引
き
続
き
地
域
の
活
性
化

並
び
に
雇
用
創
出
に
努
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
中
・
長
期
的

な
活
性
化
策
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。 

 

町
長 

時
代
の
変
化
に

対
応
し
つ
つ
、
本
町
を
自

立
的
・
持
続
的
に
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
サ

ー
ビ
ス
業
な
ど
地
元
に
密

着
し
た
産
業
の
育
成
や
創

設
、
人
材
等
の
地
域
資
源

の
確
保
や
強
化
を
図
り
、

地
域
が
主
体
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な

考
え
の
も
と
新
長
期
振
興

十
ヶ
年
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。 

 
今
後
は
、
こ
の
新
長
期

振
興
計
画
を
指
針
と
し
、

時
代
の
変
化
に
適
切
に
対

応
す
る
た
め
、
中
・
長
期

的
な
活
性
化
策
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

議
員 

三
、
長
期
的
な
活

性
化
策
と
し
て
の
自
衛
隊

基
地
拡
充
、
誘
致
に
つ
い

て
、
昨
年
六
月
議
会
に
お

い
て
「
今
後
の
検
討
課
題

と
す
る
」
と
の
答
弁
で
あ

っ
た
が
、
検
討
の
結
果
を

伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

こ
れ
ま
で
も
佐

世
保
地
方
総
監
部
を
は
じ

め
九
州
防
衛
局
等
各
関
係

機
関
に
陳
情
等
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
も
継

続
し
て
さ
ら
に
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。



 

          7 月 5 日（日） 奄美シーカッヤクマラソン大会  広報せとうち（6） 

議
員 

教
育
問
題
に
つ
い
て 

 
一
、
① 

新
教
育
長
が
教

育
委
員
か
ら
互
選
さ
れ
た

が
、
教
育
委
員
に
任
命
す

る
に
当
た
っ
て
の
基
準
を

町
長
に
伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

一
つ
の
政
党
の

影
響
力
が
教
育
行
政
の
運

営
に
及
ぼ
さ
れ
、
教
育
行

政
の
中
立
と
安
定
が
損
な

わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
と
の
配
慮
か
ら
、
委
員

の
過
半
数
が
同
一
の
政
党

に
所
属
す
る
こ
と
と
な
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
住
民
や
保
護
者
等
の

意
向
等
を
的
確
に
把
握
し
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
主

体
的
か
つ
積
極
的
な
教
育

行
政
を
展
開
す
る
た
め
、

教
育
委
員
の
構
成
を
多
様

な
も
の
と
す
る
観
点
か
ら
、

地
方
公
共
団
体
の
長
は
教

育
委
員
の
任
命
に
当
た
っ

て
は
、
委
員
の
年
齢
、
性

別
、
職
業
等
に
著
し
い
偏

り
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
委
員

の
う
ち
に
保
護
者
（
親
権

を
行
う
者
、
及
び
未
成
年

後
見
人
を
い
う
。
）で
あ
る

者
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

議
員 
② 

教
育
長
と

し
て
の
本
町
教
育
行
政
に

取
り
組
む
に
当
た
り
、
教

育
長
の
所
信
を
伺
い
ま
す
。 

 

教
育
長 

家
庭
・
地
域
・

学
校
が
果
た
す
べ
き
役
割

を
明
確
に
し
、
関
係
機
関

と
も
密
接
な
関
係
を
保
ち
、

郷
土
の
教
育
的
な
伝
統
・

文
化
・
風
土
を
生
か
し
た

教
育
の
一
層
の
充
実
振
興

を
図
る
と
と
も
に
、「
未
来

に
生
き
る
豊
か
な
学
力
」

「
生
き
る
喜
び
を
育
む
生

涯
学
習
」「
郷
土
の
心
を
伝

え
る
文
化
活
動
」
を
力
点

と
し
て
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

中
で
も
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
の
よ
さ
を
生
か

す
教
育
の
創
造
に
向
け
て
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会

の
連
携
と
協
力
の
も
と
に
、

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
、

個
性
を
生
か
す
教
育
を
推

進
し
、「
自
ら
学
び
自
ら
考

え
る
力
」
や
「
生
命
や
人

権
を
尊
重
す
る
心
、
思
い

や
り
や
社
会
性
、正
義
感
、

郷
土
を
愛
す
る
心
等
人
間

と
し
て
の
基
本
的
な
倫
理

観
」
な
ど
、
心
豊
か
で
た

く
ま
し
く
「
生
き
る
力
」

を
備
え
た
青
少
年
の
育
成

に
努
め
ま
す
。 

 

議
員 

二
、
学
校
部
活

動
・
外
部
指
導
者
派
遣
制

度
導
入
に
つ
い
て
、
昨
年

九
月
議
会
に
お
い
て
、「
今

後
検
討
す
る
」
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
が
、
検
討
の
経

過
と
結
果
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。 

教
育
長 

部
活
動
顧
問

の
先
生
と
町
体
育
協
会
と

の
話
し
合
い
の
場
を
二
月

二
十
日
に
も
ち
、
学
校
側

の
部
活
動
支
援
に
つ
い
て

の
考
え
方
、
そ
し
て
今
後

の
取
り
組
み
の
方
向
性
等

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
も

し
て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
は
、
実
施
に
向
け

て
部
活
動
支
援
の
要
綱
等

を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ

く
手
続
き
を
踏
ん
で
外
部

指
導
者
に
よ
る
支
援
活
動

を
早
い
時
期
に
実
施
し
、

生
徒
た
ち
の
健
全
育
成
や

技
術
の
向
上
に
繋
げ
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

議
員 

三
、
古
仁
屋
中
学

校
へ
男
性
用
務
員
を
配
置

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
教

育
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。 

 

教
育
長 

来
年
度
に
お
け

る
町
臨
時
職
員
の
公
募
を

行
っ
た
結
果
、
学
校
用
務

員
希
望
者
の
中
に
男
性
の

申
し
込
み
が
数
名
お
り
ま

し
た
の
で
、
一
名
を
古
仁

屋
中
学
校
へ
平
成
二
十
一

年
度
か
ら
配
置
を
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 
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中
村 

義
隆
議
員 

 
議
員 
緊
急
景
気
雇
用

対
策
に
つ
い
て 

 

一
、
投
資
費
用
、
投
資
事

業
、
投
資
効
果
は 

 

町
長 

平
成
二
十
一
年

度
早
々
に
観
光
地
景
勝
地

伐
採
等
整
備
事
業
、
林
道

等
の
環
境
整
備
事
業
、
農

道
環
境
整
備
事
業
、
総
額

四
百
四
十
万
円
弱
の
事
業

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。 

 

事
業
の
実
施
に
よ
る
投

資
効
果
は
、
臨
時
的
に
約

四
ヶ
月
間
で
約
四
十
名
の

雇
用
が
見
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
。 

議
員 

二
、
緊
急
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
設
置

で
き
な
い
か 

 

町
長 

セ
ン
タ
ー
は
高

齢
者
の
雇
用
の
安
定
に
資

す
る
も
の
で
あ
り
、
公
益

法
人
と
し
て
の
県
の
認
可

が
必
要
な
こ
と
な
ど
、
ま

た
、
一
般
雇
用
環
境
も
悪

化
す
る
中
、
ご
質
問
の
緊

急
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
設
立
は
困
難
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

三
、
緊
急
生
活
就

労
支
援
相
談
窓
口
は
設
置

で
き
な
い
か 

 

町
長 

求
人
情
報
は
二

週
に
一
度
の
頻
度
で
本
町

に
も
周
知
さ
れ
、
ま
ち
づ

く
り
観
光
課
の
窓
口
に
お

い
て
配
布
し
て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
は
求
人
情
報
の
窓

口
配
布
、
閲
覧
の
実
施
を

町
民
の
皆
様
に
広
く
周
知

す
る
こ
と
で
、
支
援
相
談

窓
口
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

議
員 

町
民
の
安
心
安

全
の
ま
ち
づ
く
り
危
機
管

理
体
制
に
つ
い
て        

 

一
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
公
設
、
民

間
で
設
置
さ
れ
た
場
所
と

個
数 

 

町
長 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

個
数
に
つ
い
て
は
、
公
共

施
設
が
十
施
設
十
三
台
、

民
間
が
七
施
設
七
台
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 議

員 

二
、
加
計
呂
麻
、

請
島
、
与
路
島
の
救
急
患

者
の
搬
送
体
制
は 

 

町
長 

天
候
が
良
い
場

合
は
、
大
島
地
区
消
防
組

合
瀬
戸
内
消
防
分
署
の
救

急
艇
お
お
と
り
が
古
仁
屋

港
ま
で
搬
送
し
、
古
仁
屋

港
か
ら
受
入
病
院
ま
で
救

急
車
に
て
搬
送
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。 
 

請
島
・
与
路
島
の
場
合

悪
天
候
で
波
が
高
く
古
仁

屋
か
ら
東
回
り
、
西
回
り

い
づ
れ
で
も
対
応
で
き
な

い
場
合
は
、
貸
切
船
で
中

渡
し
で
伊
子
茂
港
へ
搬
送

し
、
瀬
戸
内
消
防
分
署
加

計
呂
麻
分
駐
所
の
救
急
車

で
瀬
相
港
、
瀬
相
港
か
ら

古
仁
屋
港
ま
で
搬
送
し
、

古
仁
屋
港
か
ら
受
入
病
院

ま
で
瀬
戸
内
消
防
分
署
の

救
急
車
に
て
搬
送
し
て
い

る
状
況
で
あ
り
ま
す
。 

 

議
員 

三
、
住
宅
用
火
災

警
報
機
の
普
及
、
設
置
へ

の
取
り
組
み
は 

 

町
長 

町
並
び
に
消
防

分
署
に
お
い
て
、「
春
季
並

び
に
秋
季
火
災
予
防
運
動

週
間
」
に
瀬
戸
内
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
住
宅

用
火
災
警
報
機
設
置
促
進

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
放
映
、
各
集
落

嘱
託
員
へ
の
ポ
ス
タ
ー
及

び
チ
ラ
シ
を
配
布
。
町
広

報
紙
、
防
災
無
線
等
を
通

じ
て
周
知
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

議
員 

観
光
振
興
に
つ
い
て 

 

一
、
加
計
呂
麻
島
が
全
国

「
に
ほ
ん
の
里
」
百
選
に

選
ば
れ
ま
し
た
が
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て 

 

①
、
海
岸
（
砂
浜
）
の
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名

権
）
は
で
き
な
い
も
の
か 

 

町
長 

地
元
の
海
岸
（
砂

浜
）
は
そ
れ
ぞ
れ
呼
び
名

に
愛
着
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

国
の
動
向
と
本
町
の
現
状

を
調
査
し
な
が
ら
検
討
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 



 

          7 月 5 日（日） 奄美シーカッヤクマラソン大会  広報せとうち（8） 

議
員 

②
、
カ
ヌ
ー
（
カ

ヤ
ッ
ク
）
の
合
宿
は
誘
致

で
き
な
い
か 

 

町
長 

本
町
で
の
大
会

を
開
い
て
い
る
の
は
、
海

の
カ
ヤ
ッ
ク
で
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
競
技
や
大
学
等

で
大
会
を
開
い
て
い
る
の

は
川
や
湖
で
の
カ
ヤ
ッ
ク

な
の
で
本
町
で
の
合
宿
は

厳
し
い
も
の
と
思
い
ま
す

が
、
カ
ヌ
ー
部
の
中
に
は

本
町
の
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
大

会
に
参
加
の
大
学
も
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
調
査
を

し
検
討
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。   

 

議
員 

二
、
「
海
の
駅
」
朝

市
の
現
状
と
今
後
の
課
題
は 

 

町
長 

第
一
回
目
の
朝

市
を
昨
年
十
二
月
二
十
一

日
に
開
催
し
ま
し
た
。
七

戸
の
生
産
者
が
参
加
し

早
々
に
売
り
切
れ
る
盛
況

ぶ
り
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

二
回
目
の
朝
市
は
平
成

二
十
一
年
一
月
二
十
四
日

に
開
催
さ
れ
、
十
戸
の
生

産
者
に
加
え
Ｊ
Ａ
・
漁

協
・
森
林
組
合
・
商
工
会

の
四
団
体
が
加
わ
り
農
林

水
産
物
及
び
特
産
品
の
朝

市
へ
進
展
し
て
お
り
ま
す
。 

 
三
回
目
の
朝
市
は
二
月

二
十
一
日
に
開
催
さ
れ
、

季
節
に
ち
な
ん
だ
タ
ン
カ

ン
が
多
く
出
品
さ
れ
、
そ

れ
な
り
の
賑
わ
い
で
あ
り

ま
し
た
。
四
回
目
か
ら
は
、

開
催
日
を
第
四
土
曜
日
に

固
定
し
て
い
く
計
画
で
あ

り
ま
す
。 

 

今
後
の
課
題
と
し
ま
し

て
は
、
夏
場
の
野
菜
等
の

品
数
の
少
な
い
時
期
に
つ

い
て
、
他
開
催
地
の
運
営

状
況
等
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
運
営
方
策
等
の
検
討

が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

 

ま
た
、
将
来
的
に
は
参

加
団
体
に
よ
る
自
主
運
営

の
方
向
へ
、
行
政
主
導
か

ら
地
域
・
団
体
主
導
へ
進

展
し
て
行
く
こ
と
が
望
ま

し
い
運
営
形
態
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

 

岩
井 

義
照
議
員 

 

議
員 

議
会
改
革
に
つ
い
て 

 

一
、
昨
年
の
町
議
会
議
員

選
挙
に
お
い
て
十
名
の
議

員
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
革
は
議
会
の
見

地
か
ら
し
て
行
財
政
改
革

に
議
員
自
ら
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
結
果
に
よ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

内
外
か
ら
町
民
の
声
を
行

政
に
反
映
で
き
る
の
か
と

の
苦
言
が
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
議
会
議
員
は
そ
の

苦
言
を
払
拭
す
る
た
め
に

は
活
発
な
議
会
活
動
を
す

る
こ
と
が
私
た
ち
に
課
せ

ら
れ
た
責
務
と
考
え
ま
す
。

町
長
は
私
た
ち
十
名
に
何

を
期
待
し
何
を
求
め
る
の

か
見
解
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。 

 

町
長 

現
在
過
疎
、
少
子

高
齢
化
が
加
速
す
る
中
、

加
計
呂
麻
島
、
請
島
、
与

路
島
の
三
つ
の
有
人
離
島

を
抱
え
二
百
三
十
九
Ｋ
㎡

と
行
政
範
囲
の
広
い
本
町

で
、
今
後
の
分
権
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
地
方
政
府
と

し
て
求
め
ら
れ
る
役
割
機

能
を
十
分
に
果
た
す
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
議

会
議
員
と
し
て
の
活
動
が

課
せ
ら
れ
責
任
は
重
大
と

な
り
、
果
た
す
役
割
は
一

層
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
議
会
の
合
議
制
、
町

長
の
独
任
制
と
い
う
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
、

緊
張
関
係
を
維
持
し
な
が

ら
、
本
町
の
産
業
振
興
・

地
域
活
性
化
と
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
本
町
の
町
政
の
課
題

と
な
る
政
策
等
に
つ
い
て
、

町
民
が
主
役
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
、
政
策

を
提
言
す
る
と
と
も
に
討

議
し
合
い
、
協
力
し
合
う

こ
と
を
常
に
意
識
し
町
政

の
運
営
に
努
め
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

議
員 

決
算
に
つ
い
て 

 

一
、
昨
年
の
九
月
定
例
会

に
お
い
て
議
会
は
決
算
を

不
認
定
と
し
ま
し
た
。
町

長
の
不
認
定
に
対
す
る
意

見
を
お
尋
ね
し
ま
す
。 

 

町
長 

不
認
定
に
な
っ

た
こ
と
に
対
し
町
民
や
議

員
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
説

明
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
平
成



 

広報せとうち（9）    7 月 5 日（日） 奄美シーカッヤクマラソン大会     

十
九
年
度
一
般
会
計
決
算

不
認
定
の
大
き
な
要
因
で

も
あ
り
ま
す
加
計
呂
麻
バ

ス
の
補
助
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
監
査
報
告
書
に
お

け
る
指
摘
事
項
の
改
善
は

勿
論
、
そ
の
他
の
経
費
に

つ
い
て
も
徹
底
し
た
見
直

し
を
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
問
題
と
な
っ
た
個

別
の
人
件
費
に
つ
い
て
は
、

個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り

公
表
す
る
必
要
は
な
い
と

判
断
し
て
お
り
ま
す
。 

 

な
お
、
町
内
の
バ
ス
事

業
に
つ
い
て
、
持
続
性
・

効
率
性
の
高
い
交
通
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
、

一
般
の
方
々
か
ら
広
く
意

見
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

集
約
さ
れ
た
意
見
や
提
言

を
基
に
地
域
公
共
交
通
総

合
連
携
計
画
を
策
定
し
、

効
率
的
な
運
営
と
補
助
金

の
適
正
化
を
図
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

議
員 

奄
振
事
業
に
つ
い
て 

 

一
、
次
期
奄
振
事
業
へ
の

本
町
の
方
向
性
を
お
示
し

く
だ
さ
い 

 

町
長 

新
奄
振
事
業
で

は
、
重
点
施
策
と
し
て
、

「
農
業
・
観
光
／
交
流
・

情
報
」
の
三
分
野
を
中
心

と
し
た
島
別
振
興
策
を
策

定
し
、
雇
用
の
場
の
確
保

と
担
い
手
の
育
成
、
定
住

促
進
を
図
る
と
し
て
お
り

ま
す
。
本
町
も
、
こ
の
新

奄
振
事
業
の
基
本
的
重
点

施
策
を
推
進
す
る
た
め
高

度
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
、

観
光
／
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
る
た
め
の
諸
施
設
整

備
、
農
林
水
産
物
の
自
給

率
Ｕ
Ｐ
、
供
給
力
の
強
化

及
び
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

に
つ
な
が
る
諸
施
策
促
進

並
び
に
施
設
整
備
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。 

 

向
野 

忍
議
員 

 

議
員 

本
町
の
将
来
像

に
つ
い
て 

 

長
期
振
興
計
画
に
お
い

て
、「
町
民
一
人
ひ
と
り
が

創
り
育
む
、
住
民
参
加
・

人
づ
く
り
の
ま
ち
」
を 

本
町
の
将
来
像
と
す
る
と

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
実
現

に
向
け
た
施
策
を
伺
い
ま

す
。 

 

町
長 

住
民
が
応
分
の

責
任
と
義
務
を
負
い
、
行

政
と
と
も
に
協
働
し
て
町

づ
く
り
に
参
加
出
来
る
自

治
の
仕
組
み
や
、
様
々
な

政
策
決
定
に
参
画
す
る
た

め
の
情
報
を
共
有
し
受
発

信
で
き
る
仕
組
み
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。 

 

町
で
は
長
期
振
興
計
画

に
お
い
て
共
生
・
協
働
に

よ
る
町
づ
く
り
を
明
確
に

位
置
づ
け
、
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援
等

の
仕
組
み
づ
く
り
や
情
報

の
共
有
や
受
発
信
で
き
る

仕
組
み
と
し
て
、
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ア

ル
し
「
瀬
戸
内
町
ま
る
ご

と
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を

構
築
し
ま
す
。 

 

議
員 

雇
用
・
経
済
対
策

に
つ
い
て 

 

本
町
の
経
済
・
雇
用
環

境
は
、
厳
し
く
危
機
的
状

況
に
あ
り
ま
す
。 

本
町
の
雇
用
・
経
済
対
策

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。 

 

地
域
雇
用
創
造
促
進
事

業
（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
）

の
成
果
は
ど
う
で
あ
る
か

伺
い
ま
す
。 

 

町
長 

現
在
、
国
や
県
で

は
「
安
心
実
現
の
た
め
の

緊
急
総
合
対
策
」
を
始
め

と
す
る
、
様
々
な
景
気
対

策
や
雇
用
対
策
を
打
ち
出

し
て
お
り
ま
す
。
本
町
で

も
、
国
や
県
の
施
策
を
積

極
的
に
受
入
、
地
域
活
性

化
・
生
活
対
策
を
図
る
た

め
、
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

特
別
基
金
事
業
や
緊
急
雇

用
創
出
事
業
等
を
受
入
推

進
し
対
策
を
講
じ
て
お
り

ま
す
。 

 
 

ま
た
、
平
成
十
七
年
か

ら
平
成
十
九
年
度
ま
で
に

実
施
さ
れ
た
地
域
雇
用
創

造
促
進
事
業
（
パ
ッ
ケ
ー

ジ
事
業
）
の
成
果
と
し
ま

し
て
は
、
約
七
つ
の
育
成

支
援
事
業
の
利
用
計
画
者

数
が
七
十
五
名
に
対
し
実

績
と
し
て
五
十
六
名
の
利

用
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 



７月 ５日（日） 奄美シーカッヤクマラソン大会   広報せとうち（10） 

☆ 【平成２１年度 特定健診日程表】 ☆ 
○「特定健診」（４０歳以上の方）は、下記のいづれかの日に１年に１回は必ず受診し

てください。 
1.【健診日程】 

健  診   名 健  診  日 健 診 会 場 
 
   
 
特定健診 
 （大腸ガン・前立腺検診・ 

肝炎ウイルス健診あり） 
 
 

６月２４日（水） 
６月２５日（木） 
６月２６日（金） 

 
中央公民館 
 

10 月 6 日（火）   午後：与路 
10 月 7 日（水） 午前：請阿室 午後：池地 
10 月 8 日（木） 午前：西古見 午後：久慈 
10 月 14 日（水） 午前：瀬武  午後：芝 
10 月 15 日（木） 午前：瀬相  午後：諸鈍 

厚生連健診 ※申し込みは農協へ 
（特定健診：前立腺検査・肝炎ウイ

ルス検査・胃ガン・腹部超音波 
大腸ガン・骨粗しょう検診もあり） 

 
11 月 5 日（木） 
11 月 6 日（金） 
11 月 7 日（土） 

 
エーコープ 2 階 
 

総合健診 
（特定健診：前立腺検査・肝炎ウイ

ルス検査・胃ガン・腹部超音波 
 大腸ガン検診もあり） 

 
1 月 17 日（日） 
から 22 日（金） 
（6 日間） 

 
中央公民館 

医療機関受診 
特定健診のみ 

（町内の医療機関で各自受診） 

 
7 月 1 日（水） 
から 1 月 31 日（日） 
（７箇月間） 

へき地診療所・南大島診療所  
いづはら医院・大島保養院   

瀬戸内徳州会病院 
加計路麻徳州会診療所 

2. 【健診料金】 
健診名 内    容 国保（40～74 歳） ７５歳以上 生保世帯 

 
 特定健診 
（40 歳以上） 
 

血 液 検 査

（貧血・循環器・血糖・肝機能）

検尿・心電図・眼底（指示にて） 
血圧・身体測定（腹囲測定） 

1,000 円  
無料 

 
 

 
無料 

 
 

1,500 円 
（医療機関受診

の場合） 
 
3. 【注意事項】 
■ 受診の際には必ず、受診券と保険証を持参ください。 
■ 国保以外の方（被扶養者含）が特定健診の受診を希望する場合は、加入している

保険者の発行した受診券を持参しないと受診できません。 
各自で加入している保険者に問い合わせ受診券を発行してもらいご持参ください。  

 
※ 【問い合わせ先】 役場保健福祉課 保健予防係 ℡ 72-1122 



広報せとうち（11） ７月５日（日） 奄美シーカッヤクマラソン大会 

    ☆台台風風災災害害等等にに備備ええ防防災災対対策策ををししっっかかりりとと！！☆☆  
 台風や豪雨の襲来は、予測できるからと安易に考えてはいけません。今までにも、私たちに  
何度も大きな災害をもたらしています。普段から、防災対策について確認しておきましょう。 

○屋根、窓ガラス、外壁にひび割れはないか点検する  ○飲料水や食料の確保を 
○ラジオやテレビなどで気象情報にはくれぐれも注意を ○町の防災無線をよく聞く  
○鉢植えや物干し竿などは室内へ ○停電に備えて懐中電灯やラジオの準備点検を 

 こんな前ぶれには注意を！ 
   斜面崩壊（がけくずれ）          地すべり                    土石流  
  ○がけに亀裂がはいる      ○地面にひび割れができる  ○山鳴りやドンという音 
  ○がけから水がわいてくる ○陥没や隆起が生じる     ○川の水が急激に減り始める 
  ○小石がパラパラと落ちてくる 
    避避難難予予定定場場所所……地地域域別別避避難難場場所所はは次次ののととおおりりでですす 
 台風や豪雨等により、災害の発生する危険性を感じたり、がけくずれ等の前兆現象を発見し、

自ら危険だと判断した場合は、隣近所に声を掛け合って自主的に避難するよう心がけましょう。  
地区 № 避 難 場 所 避難地域 地区 № 避 難 場 所 避難地域 

  1 嘉徳集会所 嘉  徳   31 実久集会所 実 久 
旧 2 節子集会所 節  子   32 芝集会所 芝 
  3 網野子集会所 網 野 子   33 薩川集会所 薩 川 
古 4 勝浦集会所 勝  浦 旧 34 木慈集会所 木 慈 
  5 阿木名集会所 阿 木 名   35 三浦集会所 三 浦 
仁 6 伊須集会所 伊  須 実 36 俵コミュニティーセンター 俵 
  7 蘇刈集会所 蘇  刈   37 瀬相集会所 瀬 相 
屋 8 嘉鉄集会所 嘉  鉄 久 38 嘉入離島住民生活センター  嘉 入 
  9 清水集会所 清 水   39 須子茂離島住民生活センター 須 子 茂 
地 10 手安集会所 手 安 地 40 阿多地集会所 阿 多 地 
  11 久根津集会所 久 根 津   41 西阿室離島住民生活センター 西 阿 室 
区 12 油井集会所 油 井 区 42 瀬武集会所 瀬 武 
  13 阿鉄集会所 阿  鉄   43 武名離島住民生活センター  武 名 
  14 小名瀬集会所 小 名 瀬   44 知之浦集会所 知 之 浦 

  15 瀬戸内町中央公民館 船 津   45 与路離島住民生活センター  与 路 

市  
街  
地  
区 

16 寿老園 瀬 久 井   46 池地集会所 池 地 
17 奄美の園 芦 瀬   47 請阿室生活館 請 阿 室 

18 瀬久井集会所 瀬 久 井   48 花富地区振興センター 花 富 

19 古仁屋小学校 
春日・松江 
・宮前   

旧 
49 加計呂麻園 伊 子 茂 

50 於斉高齢者コミュニティーセンター 於 斉 

20 古仁屋中学校 船津・松江   51 押角集会所 押 角 

21 県立古仁屋高等学校 
大 湊 ・ 高 丘 
宮 前 ・ 須 手 

鎮 52 勝能離島住民生活センター  勝 能 

  53 諸数集会所 諸 数 

  
22 高丘集会所 高 丘 西 54 佐知克集会所 佐 知 克 

23 古仁屋漁港 下間原地区  55 秋徳集会所 秋 徳 

  24 阿室釜集会所 阿 室 釜   56 野見山青少年研修センター  野 見 山 

旧  
西  
方  
地  
区 

25 篠川地区振興センター 篠 川 地 57 諸鈍集会所 諸 鈍 
26 古志集会所 古 志   58 生間集会所 生 間 
27 久慈集会所 久 慈 区 59 渡連集会所 渡 連 
28 旧花天分校 花 天   60 安脚場離島住民生活センター 安 脚 場 

29 管鈍集会所 管 鈍   61 徳浜集会所 徳 浜 

  30 西古見集会所 西 古 見      



7 月５日（日） 奄美シ－カヤックマラソン大会   広報せとうち（12） 

☆ 登記相談所を開設致します ☆ 
鹿児島地方法務局名瀬支局では、地域住民の皆様に登記に関する手続き、 
疑問などにお答えするため、平成２１年度、次の日程で登記相談所を開設致します。 
お気軽にご相談ください。 

登記相談所開設日 
月 日 曜日 時 間 会  場 

８月 １９日 水 10：00～15：00  
元法務局２階 
 

１１月 １２日 木 10：00～15：00 
２月 １０日 水 10：00～15：00 

会場・社会福祉協議会２階（元法務局２階） 
【問い合わせ先】・役場財産管理課用地管理係（℡ 72-1111 内線 206） 

 
☆ 赤土等流失防止について ☆ 

瀬戸内町の沿岸海域では、各種の開発行為等に伴う河川や海域への赤土等の 
  流失が見られ、沿岸漁業や観光、更には環境への影響が懸念されています。 
   また、梅雨時には降雨に伴い土壌の侵食により最も赤土が流出しやすく、特 

に農地や工事現場からの流失が目立ちます。 
  サウトキビ刈り取り後の農地については、ヒマワリなどの栽培を行い、工事 
現場ではブルーシートを使用するなど赤土等が流出しないよう充分に対策を行っ 

 てください。 
豊な海と美しい自然を守るためにも事業者・住民が一体となった赤土等流失 

防止に努めましょう。 
☆「６月は環境月間です」☆ 

  ６月５日は環境の日です。国連では、日本の提案を受けて６月５日を「世界環境

デー」と定めており、日本では「環境基本法」で環境の日を定めています。 

  本町におきましても、「環境の日」及び「環境月間」の趣旨をご理解いただき、町

民一人一人が環境保全を考え、ごみのポイ捨てや不法投棄をなくし、「電気・水・

燃料の節減」・「廃棄物のリサイクル」・「自然保護の保全」に努めましょう。 

 【役場 生活環境課 ℡ ７２－１１１３】 

 

 

『ジャッジ 島の裁判官 奮闘記 Ⅰ，Ⅱの DVD ができました。』 

昨年、一昨年と放送された「ジャッジ」が DVDとなり発売されました。 

舞台は、鹿児島の南方に位置する架空の島・大美島。島に赴任した裁判官が、島独

特の文化や人間関係，経済状況を背景にした数々の事件を担当する中、戸惑い苦し

みながらも成長していく姿を描いたドラマです。瀬戸内町がロケ地でもあり、本町

の美しい自然を背景に人間ドラマが展開されています。【役場 まちづくり観光課】 

瀬戸内町がロケ地！ 



広報せとうち(13)   ７月５日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会 

☆ 忘れていませんか 児童手当の申請を ☆ 
○ 児童手当制度とは…児童を養育している方に手当を支給しています。 

１ 支 給 対 象…１２歳到達後の最初の３月 31日までの間にある児童(小学校修了前

の児童)を養育している方に支給されます。 

ただし，主に前年の所得が一定額以上の場合には支給されません。  

→ 詳しくは役場町民課児童母子係（公務員の方は勤務先）へ 

２ 支給手続き…児童を養育する家計の主たる生計維持者が申請し，住所地の町長(公

務員の方は勤務先)が認定し、翌月分から支給されることになります。 

３ 支 給 月 額…○３歳未満…一律１０，０００円 

○３歳以上…第１子・第２子 ５，０００円，第３子以降 １０､０００円 

４ 支 払 時 期…毎年２月・６月・１０月に，それぞれの前月分までが支給されます。 

【お問い合わせ】町役場町民課児童母子係 ℡ ７２－１１１１(内線１５３) 

 

☆ 狂犬病予防注射について（お知らせ） ☆ 

狂犬病予防法により、生後 91日以上の犬には登録と年１回の予防注射が義務づけら

れています。本年度も６月に実施いたしますので、案内状及び登録犬の鑑札をご持参

の上受診してください。 【お問い合わせ】 役場生活環境課 ℡ ７２－１１１１ 

【狂犬病予防注射実施日程表】 

実施日 10日(水) 11日(木) 12日(金) 16日(火) 17日(水) 19日(金) 

実施地区 加計呂麻 

実久地区 

加計呂麻 

鎮西地区 

請・与路 

地区 

本島側 

西方地区 

本島側 

山郷・東方地区 

古仁屋 

市街地 

★手数料（一頭あたり） 狂犬病予防注射及び注射済票交付手数料 ３，０００円 

             登録手数料（新規に登録する犬のみ）  ３，０００円 

 

 
☆ 阿木名地区にお住まいの方へ ☆ 

  ～下水道(農業集落排水事業)に関する条例が改正されました～ 
  阿木名地区の下水道(農業集落排水事業)は、利用者の方々からの 
使用料金でなりたっています。 

  利用者が、修理にかかる費用や使用料を期限内に納めていただけな 

 い場合や、排水設備に粗大物等が混入する可能性がある場合には、 
１０月以降から修理費や使用料を納めていただくまで施設の使用を停止することが

あります。 
 
 利用者の方々のご協力をお願いします。 
 【問い合わせ】町役場農林課管理係  TEL７２－１１７４(直通) 

 

 

今月の地産地消『海の駅』朝市(毎月第４土曜開催) 6 月２7 日(土)８時～10 時 



７月５日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会    広報せとうち(14 ) 

希望者は 
お早めに 
お申込み下さい 

☆21 年度人間ドック及び脳ドック申し込みのご案内☆ 

※ 申 込 期 日 平成 21年 5月１日～平成 22年２月 28日           

※ 対 象 者 瀬戸内町国民健康保険に加入されている 

30歳～74歳までの方で、 

         平成 20年度までの国保税を完納されている方。 

※ 申し込み先 保健福祉課 保険給付係 ℡７２－１０６８（内線 129） 

※ 申し込みに必要なもの 国民健康保険被保険者証・印鑑（シャチハタ不可） 

 受診される医療機関や自己負担金は、申し込み時にご確認下さい。 

 ◆留意点   病院への予約は役場で申込みを行った後に、ご本人でお願いします。 

    「サマージャンボ宝くじ」～町づくりに役立っています～  

 ◎ 発売期間：平成２１年７月１３日（月）～ 
７月３１日（金） 

 ◎ 抽 選 日：平成２１年８月１１日（火）  
  宝くじ収益金の一部は、市町村が行う 

公共事業などの資金として、明るく住みよい町づくりに使われます。 
 

 
 
 

７月１日に平成21年経済センサス基礎調査が実施されます。 

全国すべての事業所や企業が対象です。調査員が訪問した際には調査にどうぞご協力く

ださい。【問い合わせ先】役場企画課 企画開発係 ℡ 72-1112（直通） 
 

 ☆ 住民税の特別徴収制度が始まります！ ☆ 
  平成２１年１０月より住民税を年金から引き落として、市町村へ直接納

入する制度が始まります。問い合わせは、税務課へ ℡ 72-1111 
 

☆後期高齢者医療被保険者証の詐取にご注意ください！☆ 
 先日県内で、広域連合及び市町村職員を名乗る男が「保険証の更新時期になりまし

たので、古い保険証を回収にきました。新しい保険証は後日郵送します。」と説明し、

保険証を詐取するという事例がありました。 

不審な訪問者があった場合「絶対保険証を渡さず」最寄の警察か、下記の問い

合わせ先へ連絡してください。 

【問い合わせ先】鹿児島県後期高齢者医療広域連合 

        ℡ 099-206-1397 

        瀬戸内町保健福祉課保険給付係 

        ℡ 0997-72-1068 

8 月に、後期高齢者

医療保険証の更新を

行います。 

１等：２億円×３９本 
２等：１億円×３９本 
 実感のある少額賞金も豊富！ 

平成 21 年 経済センサス基礎調査のお知らせ 



広報せとうち(15)  ７月５日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会  

☆認定農業者・担い手農家・エコファーマーの皆様に堆肥運搬費を助成します☆ 

 本町内の認定農業者、担い手農家、エコファーマーを対象としたフレコン堆肥 
（500kg）の運搬に係る運搬料を助成する制度を創設しました。 
堆肥の適正施用による土づくりと、化学肥料の低減による環境と調和した農業生産 

の確立を目指しています。 
【助成内容】あまみ農協瀬戸内支所でフレコン堆肥[年間４ｔ(フレコン 8 袋分)まで]を 
      購入した場合の運搬料を助成します。 
【助成期間】平成２２年３月３１日まで 
【助成方法】対象者は購入時に堆肥助成の申告が必要です。（対象者名簿と照合）  
【問い合わせ】町役場農林課農政係 担当：西田(博) TEL７２－１１７４(直通) 

 

☆ 裁判員候補者に質問票が届きます。! ☆ 

☆ ５月２１日から裁判員制度が始まりました 
 裁判員裁判の対象となる事件が起訴され，裁判の日程が決まった段階で，地方裁判所

は，昨年の秋に作成した裁判員候補者名簿の中から，その事件の裁判員候補者をくじで

選びます。くじで選ばれた裁判員候補者の方々には，裁判員を選ぶ手続（選任手続）の日

に裁判所にお越しいただくためのお知らせを，選任手続の日の６週間前までにお送りしま

す。裁判員候補者の方々にはあわせて，質問票をお送りします。 
☆ 質問票では辞退を申し出ていただくことができます 
 広く国民の参加を得てその良識を裁判に反映させるという裁判員制度の趣旨から，法

律上，裁判員になることは義務とされています。ただし，国民の皆様のご負担が著しく大き

なものとならないよう，法律や政令では辞退を申し出ることができる事由を定めています。 
 質問票では，裁判が行われる日程を前提に，裁判員となることを辞退する申し出の有無

及びその事情などをお尋ねします。質問票に記載された内容から，辞退事由に当たること

が明らかになれば，裁判所は，事前に辞退を認め，選任手続のためにわざわざ裁判所ま

でお越しいただかなくてもよいようにします。ですから，辞退を希望される場合には，その

理由となる事情をできるだけ具体的にご記入ください。 
 事前に辞退が認められた裁判員候補者以外の方は選任手続の日に裁判所にお越しい

ただき，その方々の中から最終的にくじで６人の裁判員が選ばれます。 
 裁判員制度にご理解，ご協力をお願いします。 

☆ 6 月は「サンゴ礁保全月間」です! ☆ 

奄美群島サンゴ礁保全対策協議会では、オニヒトデの駆除を効率的・効果的に実施

するため、オニヒテデの産卵前の 6 月を「サンゴ礁保全月間」と設定し、集中的にオ

ニヒテデの駆除に取り組んでいます。 
本町では、サンゴ礁保全委託事業による駆除や瀬戸内漁業・集落による駆除などの

取り組みを「サンゴ礁保全月間」に行います。期間中、オニヒトデの情報やボランテ

ィアでの駆除を実施された場合などの情報がありましたら、ご提供お願いします。 
【連絡先】役場水産振興課 ℡ 72-1114 担当 池田・元村 



７月５日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会   広報せとうち(16) 

 
 

人事院九州事務局と熊本国税局では、国家公務員採用Ⅲ種（税務）試験の受験者を    

募集しています。 

国家公務員採用Ⅲ種（税務）試験に合格し採用されますと、全員が税務大学校に入

校し、一年間、税務職員として必要な専門知識を修得するための研修を受けることに

なっています。その後、税務署に配属され、国税の仕事に従事することになります。 

〔募 集 要 項〕 

 

【受験資格】 昭和６３年４月２日～平成４年４月１日生まれの方（学歴不問） 

 

   【試験の程度】 高校卒業程度 
 
   【申込書の受付期間】６月２３日（火）～６月３０日（火）（通信日付印有効） 

           

【お問い合わせ】人事院九州事務局     ℡ 092-431-7733 

熊本国税局人事第二課   ℡ 096-354-6171 

大島税務署（自動音声案内）℡ 0997-52-4321 

 

 

 

【窓口での「現金給付」を希望された方】 

①必ず持参するもの……「定額給付金給付額決定通知書」・「印鑑」・「身分証明書」 

②本人による受給を申請した方は、決定通知書「受領書」欄に氏名を記入され、押印

をして、「受領書」を切り取らずに給付窓口に提出してください。 

※給付金との引き換えになりますので必ず持参してください。 

③代理人による受給を申請した方は、決定通知書「受領書」欄に代理人の氏名を記入

され、押印をして、「受領書」を切り取らずに給付窓口に提出してください。 

   ※給付金との引き換えになりますので必ず持参してください。 

④給付期間・場所・時間 

期間：平成２１年４月２０日（月）～平成２１年１０月２０日（火） 

場所：役場１階定額給付金対策室 

時間：午前９時～午後５時（土日祝祭日は、給付中止となります。） 

⑤身分証明書については、顔写真付きの証明をお持ちでない方は、健康保険証等の証

明書をご用意ください。 

【口座振込みによる給付を希望された方】 

①金融機関、口座番号等を確認し、振込指定日以降に入金確認をお願いいたします。 

※ ※定額給付金給付額決定通知書の返送又は提出の必要はありません。  

 

 【問合せ先】役場企画課定額給付金対策室 ℡ 72-1173 

☆国家公務員採用Ⅲ種（税務）試験受験者募集☆ 

☆定額給付金の受給はお済ですか？☆ 
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住まいづくりのコンサルタント 

コンクリート・木造新築工事・増改築工事・リフォーム 

土木工事・給排水・浄化槽工事 

自社施工だから格安・確実です  お見積り無料! 

 総合建設業 有限会社 治 野 建 設 

 大島郡瀬戸内町花富１４６番地 

 花富 ７６－０７１２ 瀬相 ７５－０４３１ 

 Eメール haruno-k@aurora.ocn.ne.jp HP www8.ocn.ne.jp/~haruno 

mailto:haruno-k@aurora.ocn.ne.jp


      ７月５日（日） 奄美シーカッヤクマラソン大会     広報せとうち（18） 

陥没直後の駐車場 

～
民
間
会
社
へ
応
援
要
請
～ 

 

４
月
９
日
、
瀬
戸
内
町
と

（
有
）
瀬
相
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

（
有
）
緑
原
砕
石
、
南
大
島
生

コ
ン
（
株
）
３
社
間
に
お
い
て

災
害
消
防
救
助
業
務
応
援
協
定

書
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 

こ
の
協
定
は
、
山
林
火
災
や

水
の
補
給
を
要
す
る
災
害
等
が

発
生
し
た
場
合
、
３
社
の
所
有

す
る
特
殊
車
両
の
出
動
を
要
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
緊
急
災
害
等
が
発

生
し
た
場
合
、
有
効
に
活
用
さ

れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。 

    
 

     

～
各
種
講
座
に
５
０
７
人
～ 

４
月
１９
日
、
瀬
戸
内
町
中
央

公
民
館
で
平
成
２１
年
度
中
央

公
民
館
講
座
合
同
開
講
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
朝
・
昼
・

夜
の
各
コ
ー
ス
で
２５
の
講
座

が
開
設
さ
れ
ま
す
。 

受
講
生
代
表
の
村
田
典
子
さ

ん
は
「
宝
物
探
し
隊
教
室
を
受

講
し
ま
す
が
、
一
番
の
宝
は
、

受
講
生
と
仲
良
く
な
り
、
友
達

の
輪
が
広
が
る
こ
と
。
皆
勤
賞

を
目
指
し
た
い
。」と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
各
種
講
座
の
ほ
か
28

の
自
主
グ
ル
ー
プ
に
は
、
６
３

４
人
が
参
加
、
全
体
で
１
１
４

１
人
の
町
民
が
参
加
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

～
４
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
の
ゴ
ミ
が
～ 

 

４
月
１２
日
、
瀬
戸
内
町
観
光

協
会
（
斎
藤
三
十
六
会
長
）
の

呼
び
か
け
に
よ
る
コ
ー
ラ
ル
ク

リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
で
２４
回
を
数
え
る
清

掃
作
業
に
は
、
瀬
戸
内
町
海
を

守
る
会
ほ
か
海
上
保
安
署
、
海

上
自
衛
隊
奄
美
基
地
分
遣
隊
、

県
・
町
行
政
職
員
な
ど
関
係
者

約
２
０
０
人
が
参
加
、
古
仁
屋

港
周
辺
の
海
底
や
せ
と
う
ち

「
海
の
駅
」
周
辺
な
ど
の
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。 

 
今
年
は
、
加
計
呂
麻
島
で
も

同
時
に
清
掃
が
行
わ
れ
る
な
ど

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
着
実
に
浸
透

し
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

      

～
身
近
な
所
に
危
険
が
～ 

 

４
月
７
日
、
古
仁
屋
小
学
校

プ
ー
ル
横
の
駐
車
場
で
、
縦
６

ｍ
・
横
5.5
ｍ
の
陥
没
が
お
こ
り

ま
し
た
。 

幸
い
通
勤
・
通
学
前
の
早
朝

だ
っ
た
た
め
、
陥
没
に
ま
き
こ 

ま
れ
た
児
童
等
も
な
く
、
関
係

者
一
同
、
胸
を
撫
で
下
ろ
し
て

い
ま
し
た
。
今
後
は
、
川
に
蓋

を
か
ぶ
せ
駐
車
場
に
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
川
と
し
て
復
旧

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

（
一
日
前
な
ら
大
惨
事
に
な
る

と
こ
ろ
で
し
た
。） 

 

 

～
給
付
金
支
給
始
ま
る
～ 

４
月
２０
日
、
生
活
支
援
を
目

的
と
し
た
定
額
給
付
金
の
支
給

が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
町
全
体

の
対
象
世
帯
数
は
、
約
五
、
五

〇
〇
世
帯
、
総
支
給
額
は
、
約

一
億
六
六
〇
〇
万
円
で
す
。 

第
１
号
で
支
給
を
受
け
た
山

田
安
治
さ
ん
は
、「
生
活
の
た
め
、

有
難
く
頂
き
ま
す
。
給
付
金
は
、

食
費
な
ど
の
必
需
品
を
古
仁
屋

の
商
店
街
で
買
い
た
い
。」と
話

さ
れ
ま
し
た
。 

※
給
付
金
の
申
請
は
９
月

３０
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。 

(

企
画
課
定
額
給
付
金
対
策
室) 

まちの話題 

コ
ー
ラ
ル
ク
リ
ー
ン
作
戦

地
域
に
合
わ
せ
た
消
防
車
配
置

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

災
害
消
防
救
助
業
務
応
援
協
定 

公
民
館
講
座
合
同
開
講
式

地
域
資
源
の
付
加
価
値
を
高
め
よ
う

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

古
仁
屋
小
学
校
駐
車
場
陥
没

交

通

安

全

教

室

呑
之
浦
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

定

額

給

付

金

伝
統
の
サ
ン
ガ
ツ
サ
ン
チ 

 

堅い握手を交わす関係者 

給付金を受け取る山田さん 

ゴミを積み込む関係者 



広報せとうち（1９） ７月５日（日） 奄美シーカッヤクマラソン大会     

教育委員長のあいさつ 

教
育
の
基
本
は
人
づ
く
り
～ 

 

４
月
10
日
、
新
た
に
赴
任
さ

れ
た
教
職
員
を
対
象
に
研
修
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

井
上
教
育
委
員
長
は
、「
本
町

は
、
地
域
と
学
校
が
一
体
化
し

て
い
る
。
地
域
の
信
頼
を
得
る

よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。」と

激
励
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
町
長
は
、「
山
田
洋
二

監
督
が
14
年
連
続
で
本
町
を

訪
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
然

は
も
ち
ろ
ん
人
が
良
い
か
ら
だ
。

先
生
方
に
は
、
子
供
た
ち
の
人

づ
く
り
に
力
を
注
い
で
欲
し

い
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

 

～
最
新
鋭
の
巡
視
船
～ 

４
月
22
日
、
古
仁
屋
海
上
保

安
署
に
新
し
く
就
役
し
た
巡
視

船
「
う
け
ゆ
り
」
の
就
役
披
露

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

「
う
け
ゆ
り
」
は
全
長
二
十

メ
ー

ト
ル

幅
四
・
五

メ
ー

ト
ル

総
ト 

 

ン

数
二
五
㌧
。

プ
ロ
ペ
ラ
で
は
な
く
、
吸
い
上

げ
た
海
水
を
船
尾
か
ら
噴
出
し

て
推
進
す
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ

ッ
ト
方
式
で
、
速
度
は
三
〇

ノ
ット

以
上
。
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
よ
る 

夜
間
活
動
も
可
能
な
最
新
鋭
の

巡
視
船
で
す
。 

 

        

 

～

県

内

唯

一

～ 

 

４
月
16
日
、
瀬
戸
内
町
消
防

団
（
福
井
友
一
朗
団
長
）
は
、

こ
れ
ま
で
の
功
績
・
実
績
が
認

め
ら
れ
、
日
本
消
防
協
会
長
表

彰
の
竿
頭
綬（
か
ん
と
う
じ
ゅ
）

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
32
年
、
瀬
戸
内
町
消
防

団
設
置
以
来
、
初
受
賞
（
県
消

防
会
長
竿
頭
綬
は
、
昭
和
43
年

受
賞
）
で
本
年
度
、
県
下
唯
一

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

        

 
 

   

～
奄
美
の
若
手
経
済
人
と
～ 

 

４
月
22
日
、
本
町
で
、
伊
藤

知
事
と
奄
美
大
島
・
喜
界
島
の

若
手
経
済
人
と
の
意
見
交
換
会

が
あ
り
ま
し
た
。
出
席
者
は
、

建
設
業
・
農
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

各
種
企
業
団
体
の
代
表
20
人
。 

 

本
町
か
ら
は
、
勇
健
一
さ
ん

が
「
網
野
子
ト
ン
ネ
ル
の
早
期

着
工
」
を
、
盛
好
興
さ
ん
が
、

「
古
仁
屋
高
校
存
続
に
つ
い
て
」

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
伊
藤
知

事
は
、「
ト
ン
ネ
ル
は
、
費
用
対

効
果
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

古
仁
屋
高
校
は
、
地
元
進
学
率

向
上
の
方
策
を
考
え
て
」
と
述

べ
て
い
ま
し
た
。 

      ～

任

期

は

２

箇

年

～ 

４
月
９
日
、
自
衛
官
募
集
相
談

員
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
、
古
仁
屋
高
等

学
校
か
ら
防
衛
大
学
校
へ
の
採

用
者
が
お
り
、
後
輩
へ
の
道
筋

も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

委
嘱
を
受
け
た
方
は
、
以
下

の
４
名
で
す
。
嘉
原
篤
己
さ
ん
、

栄
利
夫
さ
ん
、
川
畑
義
夫
さ
ん
、

前
田
隆
さ
ん
（
順
不
同
） 

        

※
電
話
相
談
の
あ
る
方
は
、

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

奄
美
大
島
駐
在
員
事
務
所 

℡ 

〇
九
九
七-

五
三
‐
九
一
〇
三
へ 

竿

頭

綬

受

賞

地
域
に
合
わ
せ
た
消
防
車
配
置

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

転

入

教

職

員

研

修

会

災
害
消
防
救
助
業
務
応
援
協
定 

巡
視
船
う
け
ゆ
り
就
役

地
域
資
源
の
付
加
価
値
を
高
め
よ
う

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

知

事

と

意

見

交

換

会

呑
之
浦
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱

伝
統
の
サ
ン
ガ
ツ
サ
ン
チ

 

清水沖を走る巡視船「うけ

ゆり」 

竿頭綬受賞の報告 

意見を述べる勇さん 

委嘱状を手にする相談

員 



７月５日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会  広報せとうち(20) 

サンゴを確認する関係者 

～
復
活
が
ま
た
れ
る
サ
ン
ゴ
礁
～ 

 

４
月
28
日
、
㈱
カ
ケ
ロ
マ

リ
ゾ
ー
ト
所
有
の
、
水
中
観

光
船
「
せ
と
」
で
航
路
変
更

に
伴
う
試
乗
航
海
が
、
関
係

者
約
２０
名
を
乗
せ
、
行
わ
れ

ま
し
た
。 

新
航
路
は
、
古
仁
屋
港
を

出
港
し
、
安
脚
場
沖
を
回
り

帰
港
す
る
と
い
う
航
路
で
す
。

従
来
の
嘉
鉄
黒
崎
沖
を
通
り

帰
港
し
た
の
で
す
が
、
魚
影

は
濃
か
っ
た
も
の
の
、
肝
心

の
サ
ン
ゴ
は
少
な
く
、
航
路

変
更
は
、
多
く
の
観
光
客
に

喜
ば
れ
る
で
し
ょ
う
。 

  

～
交
通
ル
ー
ル
を
覚
え
た
よ
～ 

 

４
月
23
日
、
古
仁
屋
小
学

校
（
村
田
達
治
校
長
・
児
童

数
３
７
８
人
）
で
交
通
安
全

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
校

庭
に
作
っ
た
模
擬
道
路
や
標

識
を
使
い
、
低
学
年
生
は
、

横
断
歩
道
の
渡
り
方
、
高
学

年
生
は
、
自
転
車
の
乗
り
方

を
勉
強
し
ま
し
た
。 

初
め
て
自
転
車
安
全
教
室

を
受
け
た
３
年
生
は
、
乗
る

前
に
「
ブ
タ
は
し
ゃ
べ
る
」

で
、
点
検
す
る
場
所
を
覚
え

て
い
ま
し
た
。 

（
ブ
レ
ー
キ
・
タ
イ
ヤ
・
ハ
ン
ド

ル
・
車
輪
・
ベ
ル
） 

         

                             

             

                  

  

電 解 ア ル カ リ 洗 浄 水 使 用 

・嫌なニオイ徹底的に除去！もちろん省エネ効果も！ 

・エアコン内部のカビ、ホコリ、ダニ、タバコのヤニ等 

高圧洗浄にて根こそぎ洗い流します。 

・１台・・12,000 円（２台目以降・10,000 円） 

㈲瀬戸内ビルシステム  代表取締役 重 村 太 三 

瀬久井  （７２）－１２２８ 

編
集
後
記 

 

暖
か
い
日
差
し
と
心
地
よ
い

風
に
誘
わ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
海
へ

と
出
掛
け
た
時
の
こ
と
で
す
。 

前
方
を
ゆ
っ
く
り
と
走
る
ダ

イ
ビ
ン
グ
船
ら
し
き
船
が
一
艘

も
し
か
し
て
、
不
明
者
の
捜
索

か
・
・
・
と
不
安
が
よ
ぎ
っ
た
そ

の
時
、
海
面
に
高
く
上
が
る
水
し

ぶ
き
と
大
き
な
黒
い
塊
。
正
体
は

『
ク
ジ
ラ
』
。
船
は
、
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い

た
の
で
す
。 

後
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ク
ジ
ラ

は
３
頭
で
、
子
ク
ジ
ラ
を
つ
れ
た

家
族
連
れ

?

多
く
の
船
を
従

え
、
大
島
海
峡
を
西
か
ら
東
へ
と

泳
い
で
行
っ
た
よ
う
で
す
。 

な
ん
と
も
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺

盛
な
ク
ジ
ラ
た
ち
の
お
陰
で
、
改

め
て
瀬
戸
内
の
自
然
を
感
じ
た

一
日
で
し
た
。 

今
月
号
か
ら
広
報
担
当
に
な

り
ま
し
た
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な

い
毎
日
で
す
が
、
よ
り
読
み
や
す

い
誌
面
作
り
を
目
指
し
て
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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１１００月月かからら地地デデジジ瀬瀬戸戸内内局局放放送送開開始始ししててまますす。。  
地デジもケーブルテレビで見られます。 
 地デジのことなら 

瀬戸内ケーブルテレビ㈱ 

古仁屋船津 1-1 ℡ ７２－４３４１   

データ放送で 

欲しい情報が 

すぐ見られる！ 

水
中
観
光
船
「
せ
と
」
航
路
変
更 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

交 

通 

安 

全 

教 

室

期
待
と
希
望
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
ま
ち
づ
く
り
を 

忘忘年年会会・・新新年年会会・・歳歳のの祝祝  

忘年会・新年会…飲み放題コースあります 

★歳の祝…名前入り舞台幕、記念撮影サービス 

ちゃんちゃんこ、ひむんセットサービス 

★郷土料理…いのしし焼き肉・夜光貝・伊勢エビ 

料金はご予算に応じます 

郷土料理 味園  斉藤美保子 

古仁屋春日１－２０ TEL 72-2276  

出発の合図を出す児童 


